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別紙                    氏 名  谷口 武司  

質 問 事 項 

 

№  １   

車中泊による自主避難の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

熊本地震の被災地へ当時の状況や、その後の対応を調査してまいりました。

今回はその中でも本市においても対応が決まっていないと思われる車中泊避

難について確認させていただきます。 

乗用車での避難は、家族単位でのプライベートが確保できること、物資の調

達や仕事を継続するために移動が便利なこと、避難所の天井の崩落などを心配

する方々に選択されます。しかしながら、指定避難所の管理をする側からする

と、避難者として受け入れる場合には避難者台帳の作成が課題になっていま

す。また、広い駐車場などに集まり自主避難所として組織された方々への物資

の供給方法、長期に及ぶ場合は避難者の体調管理も問題だと思われます。 

乗用車のＥＶ化も進み、防災訓練でも電源の供給が可能な車の展示も行われ

ています。大規模災害時において、乗用車を中心とした避難生活を考慮すべき

時期が来ていると思います。本市の車中泊による自主避難の対応についてお伺

いします。 

 

（１）車中泊避難への考え方について 

（２）車中泊避難の課題把握について 

（３）車中泊避難ハンドブックの作成について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  谷口 武司  

質 問 事 項 

 

№  ２   

 

歩道の修繕計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

旨 

瀬戸街道の歩道改修が進み歩きやすくなりました。最近の歩道の多くはセミ

フラット式構造の歩道が整備されますが、尾張旭市の歩道の多くは歩道の縁石

と同じだけ道路面より歩道が高くなっています。また、歩道部分は現在の基準

よりもやや狭い仕様になっている所に、大きくなった街路樹が植栽桝を壊し根

を持ち上げるほどに成長している事もあります。 

道路の維持管理が行き届かなければ美観も損ないますし、ちょっとした穴や

段差で問題が起きたり、歩道では怪我をされる方もいらっしゃると思います。 

今回の質問では市全体の修繕件数や修繕費を伺いながら、尾張旭のウォーキ

ングマップで必ず取り上げられるシンボルロードや城山街道をイメージしな

がらその整備についてお伺いしていこうと思います。 

街路樹が大きくなりすぎて、管理費が増えていませんか？毎年定期的に刈込

を行う街路樹も大きくなれば刈り取る枝葉も増えると思います。 

大きな木の倒木は危険度が増します。災害への備えとして定期的な植え替え

が必要では？ 

 

（１）市全体での歩道・街路樹の修繕件数と修繕費の推移について 

 

（２）シンボルロード・城山街道における修繕件数と修繕費の内容について 

 

（３）街路樹の更新の方針について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する  


